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「市民の誰もが家庭や地域の中で、安全で安心

して、ともに支えあいながら自分らしい生活を送

ることができる社会」を目指し、各地区において

地域福祉懇談会を開催し、地域で抱える貴重なご

意見を頂きました。

その人らしく自立した生活を送ることができ、
ともに支えあう社会を目指して!!

●地域福祉懇談会………………… p2
●平成21年度事業計画予算・
平成20年度決算報告…………… p4
●ふれあいだより………………… p6
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その人らしく自立した生活を送ることができ、
ともに支えあう社会を目指して!!

● おもな内容 ●



喜
多
方
市
で
は
す
で
に
高
齢
化
率
が
３０
％
を
超
え
、
今
後

一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
や
寝
た
き
り
、
引
き
こ
も
り
等
の

高
齢
者
を
取
り
巻
く
課
題
が
全
国
的
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
、
全
て
の
市
民
が
健
康
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
形
成
に
向
け
た
小
地
域
福
祉
活
動

を
展
開
す
る
に
あ
た
り
、
地
域
住
民
主
体
の
活
動
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援

が
で
き
る
か
を
模
索
す
る
た
め
、
地
域
福
祉
懇
談
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

第
１
回
目
と
な
る
今
回
は
、
５
地
区
に
お
い
て
福
祉
団
体

の
関
係
者
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
本
会
か
ら
は
会
長
、
各
地

区
副
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
役
職
員
が
出
席
し
、
地
域
の
皆

様
の
声
を
直
接
お
聞
き
し
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
、
地
域
の
お
か
れ
て
い
る
現
状
と
、
今
地
域

で
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
社
協
に
対
す
る
要
望

等
、
多
く
の
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
下
図

参
照
）

今
後
は
第
１
回
目
の
地
域
福
祉
懇
談
会
で
得
た
課
題
に
取

り
組
む
た
め
、
引
き
続
き
地
域
福
祉
懇
談
会
を
開
催
し
、
課

題
の
中
で
特
に
要
望
が
多
か
っ
た

① 

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
の
拡
充

② 

福
祉
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

③ 

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

こ
の
３
つ
の
項
目
を
柱
と
し
て
、
住
民
自
ら
が
直
接
関
わ

っ
て
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
の
「
小
地
域
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
計
画
」
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

第
1
回
目
の
地
域
福
祉
懇
談
会
開
催

「
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
と
は
、
高
齢
者
の
皆
さ

ん
が
、
地
元
で
楽
し
く
生
活
を
送
っ
て
頂
く
た
め
、
地

域
の
方
々
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
事
業
で
す
。」

山都支所の地域福祉懇談会
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○喜多方地区
（H21年6月24日 開催）

・子育てサロンの開催

・支部社協活動のフォローアップ

・いきいきサロン事業の拡充

○熱塩加納地区
（H21年1月29日 開催）

・特養などの施設整備

・マイクロバスの運行

・いきいきサロンの実施

○山都地区
（H21年5月29日 開催）

・高齢者のいきがいづくり

・障がい者福祉の拡充

・除雪体制の整備

○高郷地区
（H21年6月12日 開催）

・高齢者のいきがいづくり

・空き教室の有効活用

・地域に密着した事業の展開

○塩川地区
（H21年2月26日 開催）

・公共施設の無償貸出

・いきいきサロン事業における協力体制

・小地域ネットワーク構築

●いきいきサロンの拡充
●福祉団体とのネットワー
クの構築
●福祉ボランティアの養成

小地域福祉のまちづくり計画



家族介護者リフレッシュ事業

　地域包括支援センターは、支えが必要な高齢者の方々の安定した暮らしを、地域ぐるみで支えていく
ための拠点となる機関です。いつまでも「自分らしい生活」を送れるように、 ３職種（保健師または看
護師、社会福祉士、主任介護支援専門員）が協力し合い、皆さんにあった適切なサービスを提供します。

平成２１年度はこんな事業を重点的に実施していきます！

喜多方市地域包括支援センターです！
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平成21年度 「児童館

まつり」 を次の内容で

開催しますので、 ご家

族おそろいのうえ、 是

非ご来場ください。

「児童館まつり」 の開催

☆日　　時　９月20日 （日）

　　　　　　午前10 ： 00開会 （雨天決行）

☆会　　場　喜多方プラザ

☆内　　容

○遊びのコーナー （無料） ＜ジャンボジェンガ、

風船プール、迷路、他＞

○模擬店コーナー （有料） ＜焼きそば、かき氷、

フランクフルト、他＞

※その他、 バザーや子ども達による 「一輪車シ

ョー」 など、 内容盛りだくさんでお待ちしてお

ります。

☆問い合わせ　喜多方市中央児童館

　　　　　　　☎0241-22-1766

在宅で介護されている方々の日頃の介護疲れの解消や、
介護者同士の交流を目的として「家族介護者リフレッシ
ュ事業」を実施します。
◆対象　介護保険の要支援・要介護認定を受けている高

齢者の方を常時介護している家族の方
◆内容
コ ー ス 日帰りリフレッシュ 1泊リフレッシュ
日　　 時 10月15日㈭午前9時〜

午後4時30分
10月22日㈭午前11時〜
　　23日㈮午後3時30分

場　　 所
（お楽しみ
ポイント）

新潟県寺泊、出雲崎
（良寛さんの記念館
見学、鮮魚ショッピ
ングなど）

母畑温泉 ｢八幡屋｣
（グループに分かれての
話し合い、2日目は小名
浜での鮮魚ショッピング）

募 集 人 員 45人 40人
自己負担金 1,000円 3,000円
申 込 期 間 9月30日㈬まで

※各コースのうち、１家族につきどちらか１回参加できます。
◆問い合わせ　喜多方市社会福祉協議会☎0241-２３-３２３１
（社会福祉協議会各支所、地域包括支援センターでも
受け付けいたします）

健康チェック、介護予防体操、レクリエーション、
ゲーム、茶話会等の介護予防教室を地区集会所をお
借りして実施しています。今年度は山都町撫木地区、
高郷町池ノ原地区、塩川町馬場新田地区、熱塩加納
町板の沢地区の４地区で開催しています。

また「認知症サポーター養成講座」も行っており
ます。 

身近なところで介護等に関するあらゆる相談に応
じることを目的として、コープあいづさんの一角を
お借りして「街かど相談室」を開設しております。
●第 1 ・第 ３ 火曜日　1３:３0～1４:３0

コープあいづ ぷらざ店 喫茶コーナーにて
●第 2 ・第 ４ 火曜日　1３:３0～1４:３0

コープあいづ ひがし店 喫茶コーナーにて

※介護に関するご相談や、介護予防教室のご要望などございましたらお気軽にご連絡下さい！
◆問い合わせ　喜多方市地域包括支援センター　☎0241－21－8856

よらんしょ（介護予防）教室 街かど相談室

地域の皆さまから依頼を受けての介護予防教室を
行なっております。行政区や、各種団体・グループ
など、依頼があれば職員が出向いて、テーマや参加
対象の方々の要望にそった教室を開催します。

出前介護予防教室



平成２１年度事業計画・予算及び平成２0年度決算状況報告

平成20年度決算状況� （単位：円）

地域包括支援センター部門在宅福祉サービス部門

１ ．包括的支援業務
２．総合相談支援業務
３．包括的・継続的ケアマネジメント支援
４．介護予防ケアマネジメント
５．その他の事業
①介護保険サービス事業者部会の開催

　②介護予防教室の開催
　③街かど相談室の開催
　④成年後見制度の紹介
　⑤高齢者虐待防止に関する啓発・対応

１ ．介護保険事業（３２４,79４千円）
　①居宅介護支援事業
　②訪問介護（ホームヘルプ）事業
　③通所介護（デイサービス）事業
　④訪問入浴介護事業
２ ．障害者自立支援事業（7,２４３千円）
　①居宅介護（ホームヘルプ）事業
　②デイサービス事業
３ ．自立支援サービス事業（４,２76千円）
　①自立支援訪問介護（ホームヘルプ）事業
　②自立支援通所介護（デイサービス）事業
４ ．在宅福祉サービス事業健全経営

（6,900千円）
　①在宅福祉サービス事業の統計・分析
　②いきいき在宅介護サービス事業
　③サービス利用者満足度調査の実施

４ ．地域福祉事業（１77,960千円）
①各福祉団体の育成・支援
②心配ごと相談事業の拡充
③日常生活自立支援事業（地域福祉権利

擁護事業）の積極的取り組み
④生活福祉資金・小口生活援助資金等の

貸付事業
⑤高額療養費貸付事業
⑥おもちゃ図書館事業の拡充実施
⑦児童館運営事業の推進
⑧指定管理施設の管理運営
⑨家族介護者交流事業の実施
⑩福祉バスの運行・管理
５ ．福島県共同募金会喜多方市支会業務

①共同募金・歳末たすけあい募金運動の
実施

②配分委員会の開催
6 ．日本赤十字社福島県支部喜多方市地区
業務

勘定項目 金　額 割　合
会費収入 9,584,200 1.28%
寄付金収入 11,136,312 1.49%
経常経費補助金収入 65,844,000 8.81%
受託金収入 220,651,814 29.51%
事業収入 428,900 0.06%
共同募金配分金収入 10,568,249 1.41%
介護保険収入 330,561,732 44.22%
障がい者自立支援収入 7,464,265 1.00%
引当金戻入 44,879,162 6.00%
その他の収入 46,497,414 6.22%
経 常 収 入 合 計 ⑴ 7４7,6１6,0４8
人件費支出 501,632,829 68.59%
事務費支出 25,600,479 3.50%
事業費支出 130,998,907 17.91%
助成金支出 3,682,000 0.50%
負担金支出 3,094,000 0.42%
減価償却費 7,941,304 1.09%
引当金繰入 33,021,856 4.52%
その他の特別損失 25,366,998 3.47%
経 常 支 出 合 計 ⑵ 7３１,３３8,３7３
経常活動資金収支差額⑴−⑵＝⑶ １6,２77,67５
前 期 末 支 払 資 金 残 高 ⑷ １00,４３9,１１３
当期末支払資金残高⑶+⑷＝⑸ １１6,7１6,788
基 金 積 立 金 ⑹ ４0,00３,３60
次期繰越収支差額⑸−⑹＝⑺ 76,7１３,４２8

42009年 8 月15日号　きたかた社協だより



平成２１年度事業計画・予算及び平成２0年度決算状況報告喜多方市社会福祉協議会

１ ．法人の運営（8４,１２５千円）
　①理事会・評議員会の開催
　②財務・人事等の組織管理
　③事業評価
２ ．福祉のまちづくり事業（8,５２8千円）
　①地域福祉懇談会
　②ふれあいいきいきサロンの設置拡充
　③支部社協事業の活性化
　④社協だよりの発行・ホームページの管理
　⑤ふれあい社会福祉講座の開催
　⑥社会福祉大会の開催

３ ．ボランティア事業（２,２１0千円）
　①ボランティア団体との連携・育成支援
　②人材養成・研修事業の開催
　③高齢者擬似体験セット等の貸出
　④ボランティア協力校指定事業
　⑤ショートボランティアスクールの開催
　⑥朗読・点訳ボランティアの育成
　⑦「声の広報」の発行事業

⑧小中学校のボランティア活動の記録「ちい
さなて」の発行

平 成 ２ １ 年 度 予 算 額� ６８０,４３８千円
①一 般 会 計� ６１６,０３６千円
②包括支援センター特別会計� ６４,４０２千円

１ ．福祉サービスの向上
住民参加による小地域福祉活動の取り組みを推進し、サービスの充実を図りなが
ら、住民のニーズに応じた新たな事業の開拓を図る。

２ ．健全経営の確立
多様化する福祉ニーズに対応できるよう財源の確保に努めながら、事務局体制並
びに職員の資質の向上を図り、最小の経費で経営できる基盤づくりに努める。

３ ．介護保険事業等の取り組み強化
多様化する住民ニーズへの対応を強化するため、部門間の連携、経営体制の整備、
介護サービス事業財務体質の改善等を図り、健全な事業所の経営に努める。

４ ．指定管理者事業への取り組み
中立・公正である社協の利点を生かしながら福祉関連５施設の指定管理者として、
よりよいサービスの提供と地域福祉の推進に積極的に取り組む。

地
域
福
祉
部
門

重点
事項

毎年開催される喜多方市社会福祉大会 歌って笑ってふれあいいきいきサロン
大勢の親子でにぎわう
おもちゃ図書館
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ふれあいだより
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今
年
度
の
塩
川
町
陶
芸
教
室
日
帰
り
研
修
は
、
南
会

津
町
の
「
田
島
万
古
焼
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
は
、
日
頃
の
製
作
に
つ
い
て
の
疑
問

点
な
ど
を
質
問
し
た
り
、
絵
付
け
や
釉
薬
の
特
徴
な
ど

を
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
な
が
ら
、「
世

界
に
一
つ
し
か
な
い
」
自
分
だ
け
の
作
品
作
り
に
取
組

ん
で
い
ま
す
が
、
今
回
の
研
修
が
き
っ
と
次
の
作
品
に

生
か
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
塩
川
町
陶
芸
教
室
は
毎
年
５
月
か
ら
１１
月
ま

で
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
見
学
や
会
員
の
募
集

も
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
社
会
福
祉

協
議
会 

塩
川
支
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

高
郷
町
赤
十
字
奉
仕
団
で
は
6
月

22
日
㈪
、高
郷
公
民
館
に
お
い
て「
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
交
流
会
」
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
昨
年
度
ま

で
実
施
し
て
い
た
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
の
方
へ
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
を
終
了

し
、
そ
れ
に
代
わ
る
新
し
い
事
業
と

し
て
計
画
し
た
も
の
で
す
。

　

内
容
と
し
て
、
前
半
は
喜
多
方
消

防
署
山
都
分
署
署
員
に
よ
る
家
の
中

で
の
事
故
防
止
に
つ
い
て
の
ス
ラ
イ

ド
と
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て

の
講
話
、
後
半
は
「
語
り
部
」
の
活

動
を
し
て
い
る
奉
仕
団
員
に
よ
る
昔

話
を
聞
き
な
が
ら
お
茶
菓
子
で
交
流

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
事
業
で
あ
る
た
め
多
少

の
不
安
を
抱
き
な
が
ら
の
開
会
で
し

た
が
、
一
人
暮
ら
し
の
方
１５
名
、
奉

仕
団
員
２６
名
の
総
勢
４１
名
が
参
加
さ

れ
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
顔
に
喜
び
、

中
に
は
涙
ぐ
む
方
も
お
り
、
和
や
か

な
一
時
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
た
よ

う
で
一
安
心
で
し
た
。
今
後
も
継
続

し
、
こ
の
事
業
が
定
着
し
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

消防署の講話に熱心に聞き入るみなさん。

塩川支所
塩川町陶芸教室日帰り研修を実施

高郷支所
ひさしぶりの顔に笑み
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山
都
町
赤
十
字
奉
仕
団
で
は
、

6
月
30
日
㈫
早
朝
6
時
よ
り
し
ゃ

く
な
げ
ホ
ー
ム
の
環
境
整
備
を
実

施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
赤
十
字

奉
仕
団
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

一
環
と
し
て
毎
年
実
施
し
て
い
る

も
の
で
す
。
悪
天
候
の
中
、
約
30

名
の
団
員
が
参
加
し
除
草
作
業
や

花
壇
整
備
に
汗
を
流
し
、
特
に
花

壇
整
備
で
は
団
員
各
々
が
種
か
ら

育
て
た
花
の
苗
を
持
ち
寄
り
一
本

一
本
心
を
こ
め
て
植
え
ま
し
た
。

　

し
ゃ
く
な
げ
ホ
ー
ム
が
き
れ
い

な
花
々
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
の
が

楽
し
み
で
す
！

　

6
月
7
日
㈰
高
齢
者
生
産
活
動

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
第
25
回
セ

ン
タ
ー
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
会
員
で
組
織
す
る
実
行
委

員
会
が
企
画
・
運
営
に
あ
た
り
、

広
く
市
民
の
皆
様
方
に
活
動
内
容

を
知
っ
て
い
た
だ
く
事
を
目
的
と

し
て
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
体
験
教
室
（
陶
芸
、

織
物
、
手
芸
、
押
し
花
絵
）
と
各

グ
ル
ー
プ
の
展
示
・
販
売
、
バ
ザ

ー
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
は
、

7
ヶ
所
の
グ
ル
ー
プ
を
観
て
回
っ

た
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
差
し
上
げ

好
評
で
し
た
。

今
年
は
新
た
に
出
店
協
力
と
し

て
、「
ふ
れ
あ
い
の
家
」、「
ま
ざ
っ

せ
」
と
社
協
職
員
親
睦
会
が
参
加

し
て
、
手
作
り
の
製
作
品
、
新
鮮

野
菜
や
果
物
、
美
味
し
い
焼
き
鳥

や
と
ん
汁
・
そ
ば
・
田
楽
な
ど
を

販
売
し
、
沢
山
の
方
々
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
晴
天
に
も

恵
ま
れ
、
大
勢
の
市
民
の
方
々
に

お
越
し
い
た
だ
い
て
大
盛
況
な
一

日
で
し
た
。

毎
月
第
4
水
曜
日
に
「
お
も
ち

ゃ
図
書
館
」
を
夢
の
森
に
お
い
て

開
設
い
た
し
ま
す
。

去
る
6
月
24
日
に
、
初
め
て
の

お
も
ち
ゃ
図
書
館
を
開
設
し
、
大

勢
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
、
た
く
さ
ん
の
お
も

ち
ゃ
に
大
喜
び
で
遊
び
、
お
母
さ

ん
方
は
、
日
頃
の
子
育
て
等
に
つ

い
て
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

大
き
な
お
も
ち
ゃ
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
の
で
「
お
も
ち
ゃ
図
書

館
」
に
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
！

喜多方支所
第２5回センターまつり

山都支所
しゃくなげホームにたくさんの花々を！

〜 ◆ 〜 ◆ 〜 今年度のおもちゃ図書館開催日 〜 ◆ 〜 ◆ 〜

8 月26日㈬ 9月30日㈬※ 10月28日㈬ 11月25日㈬

12月22日㈫※ 1月27日㈬ 2 月24日㈬ 3 月24日㈬
※印は、第4水曜日が祝日のため変更となります。

熱塩加納支所
おもちゃ図書館
スタート！



「福島いのちの電話」をご支援ください

フリーダイヤル（通話料無料）自殺予防
いのちの電話　　0120-738-556

○名前を言う必要はありません。
○相談内容の秘密は必ず守ります。
○人生・家族・夫婦・健康・教育・性・
　対人関係などさまざまな相談を
　お受けしています。
○相談は無料です。

電話を受けているのは、ボランティア
相談員です。詳細については、事務局
まで。

相談ボランティアとして

この活動は、個人と法人の会員に、毎
年一定の会費を納めていただくことに
より組織が支えられています。

資金ボランティアとして
この活動を
支える相談員は
所定の訓練を修了
し、認定を受けたボ
ランティアです。

いのちの
電話は

■会費について

■連絡先　喜多方支部　喜多方市字上江3646-1
　　　　　（喜多方市社会福祉協議会）　☎0241-23-3231

1 万円　 5千円　 2千円
10万円　 5万円　 3万円　 1万円
金額・時期は特に定めません。
いつでもお受けしています。

個人維持会費（年額）何口でも可：
団体維持会費（年額）何口でも可：
賛助会費（一般寄付）　　　　　：

社会福祉法人 福島いのちの電話
相談電話 024-536-4343

【相談時間　10:00～22:00・年中無休】

しみじみ

（毎月10日/全国一斉）

~いつでも、誰でも、どこからでも利用できる電話相談です～

喜多方市社会福祉協議会では、不要入れ歯の回収を行なってい
ます。

入れ歯には希少な金属が使われており、リサイクルによって得
た益金は、ユニセフを通じて世界の恵まれない子供たちを支援し、
また地域の福祉事業に活用されています。

入れ歯のリサイクルについては、下記の手順により処理してか
らご寄附をお願いします。
入れ歯の処理手順
　①汚れを落とし、熱湯消毒をする。
　②新聞紙等で包み、ビニール袋に入れる。
　③回収ボックスに投入する。
回収ボックスの設置場所
　・市役所本庁市民課窓口　・社協本所及び各支所
○ご意見、ご質問はこちらへ
　喜多方市社会福祉協議会　☎０２４１－２３－３２３１

「不要入れ歯のリサイクル」にご協力下さい‼
使用しなくなった「入れ歯」が
ご家庭で眠っていませんか？

緑
　
町 

宇
川
ア
ヤ
子

松
山
町
松
が
丘 

芥
川　

和
之

東
京
都
品
川
区 

佐
藤　

一
弘

東
四
ツ
谷 

長
谷
川
正
伸

慶
徳
町
新
町 

若
菜　

一
也

岩
月
町
上
田 

宮
澤　

進
平

熊
倉
町
獅
子
沢 

茂
原　

年
雄

豊
川
町
菅
井
一
区 

高
畑　
　

隆

関
柴
町
上
高
額 

鈴
木　

一
夫

豊
川
町
一
ノ
堰
一
区 

舟
城　

久
善

関
柴
町
上
勝 

佐
瀬　
　

久

豊
川
町
荒
分 

佐
藤
ミ
ツ
エ

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
地
域
福
祉
向
上
の
た
め

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
平
成
21
年
1
月
1
日
〜
6
月
３0
日
受
付
分
）

会
津
キ
リ
ス
ト
教
連
合
会

㈶
福
島
民
報
厚
生
文
化
事
業
団

加
藤
キ
ミ
子
・
小
澤
純
子
・
荒
井

武
栄
・
小
澤
喜
代
志

匿
名（
ふ
れ
あ
い
の
家
へ
指
定
寄
付
）

五
十
嵐
テ
ル
（
全
自
動
洗
濯
機
）

（
喜
多
方
地
区
）

丑
米
次
郎
・
長
谷
川
博
久

（
塩
川
地
区
）

折
笠
ミ
サ
ト 

（
山
都
地
区
）昭和電工㈱喜多方事業所

耶麻地区メーデー実行委員会
高齢者生産活動センター
センターまつり実行委員会

喜
多
方
地
区

一
般
寄
付

ご
遺
志
に
よ
る
寄
付

※ただし、金属のつ
いていない入歯は回
収できません。
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●熱塩加納支所　ＴＥＬ 02４1-３6-３112　FAX 02４1-３6-2776
●塩 川 支 所　ＴＥＬ 02４1-27-３9４8　FAX 02４1-27-３9４8
●山 都 支 所　ＴＥＬ 02４1-３8-３100　FAX 02４1-３8-３1３7
●高 郷 支 所　ＴＥＬ 02４1-４４-7111　FAX 02４1-４４-7112

プルタブを車椅子にしよう！
「捨てないで集めよう」

　缶ジュースなどについてい
るプルタブは、ごみではなく
立派な資源です。
　社会福祉協議会では、この
プルタブを収集し車椅子に交
換して、市内の公共施設や福
祉施設へ寄贈します。
　集めていたけれどどこに送ったらいいかわからなか
った方や、これから取り組んでいただける方は、プル
タブが集まったら社会福祉協議会にご持参下さい！
※車椅子に交換するには、プルタブをドラム缶８本分
（約８００㎏）、個数にして約１６０万個が必要です。

※集まったプルタブは、回収業者に買い取ってもらい
（換金して）車椅子を購入することになります。
○問い合わせ
　喜多方市社会福祉協議会　☎０２４１－２３－３２３１



末
広
町 

唐
橋
ト
シ
エ

慶
徳
町
松
野 

蓮
沼　

義
行

慶
徳
町
新
町 

猪
俣　

盛
夫

熊
倉
町
熊
倉
下 

磯
部　

英
世

上
町
東
区 
横
山　

清
衛

岩
月
町
天
井
沢 
富
山　

正
治

松
山
町
松
が
丘 
加
藤　

美
一

東
京
都
目
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区 

渡
部　

真
介

寺
町
二
区 

内
海　
　

浩

菅
原
町 

遠
藤　
　

浩

慶
徳
町
松
野 

山
口　
　

勇

熊
倉
町
小
沼 

小
関　

善
衛

慶
徳
町
松
野 

蓮
沼　

誠
志

上
町
東
区 

酒
井　

宏
昌

西
四
ツ
谷 

川
谷　
　

満

慶
徳
町
豊
岡 

小
池　

芳
子

岩
月
町
大
沢 

原　
　

勝
彦

慶
徳
町
松
野 

片
桐　

重
人

福
島
市 

大
竹　

伸
明

関
柴
町
関
柴 

大
竹　

光
夫

桜
　
町 

五
十
嵐
和
男

松
山
町
吉
志
田 

田
中　

豊
和

塗
物
町 

上
杉　

マ
ツ

新
仲
町 

長
嶋
理
一
郎

押
切
南 

下
間　

昭
一

関
柴
町
下
勝 

田
澤　

秀
永

豊
川
町
下
高
額 

五
十
嵐　

進

岩
月
町
治
里 

小
澤　

孝
夫

豊
川
町
太
郎
丸 

折
笠
ス
ミ
子

豊
川
町
堂
畑 

大
川
原
忠
信

岩
月
町
稲
田 

平
田　

英
彦

東
四
ツ
谷 

宮
澤　

善
信

常
盤
町 

佐
藤　

嘉
洋

上
三
宮
町
見
頃 

佐
藤　

千
秋

関
柴
町
上
高
額 

高
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康
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加
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沼　

清
之

い
わ
き
市 

渡
部
美
智
子

福
島
市 

富
山　

定
幸

関
柴
町
下
柴 

長
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紀
明

関
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額 

樟
山
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イ
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綾
金 

新
明　

健
三

松
山
町
赤
崎
林 

伊
藤　

昭
一

松
山
町
中
村 

芥
川　

宣
郎

関
柴
町
西
中
明 

小
林　

一
雄

会
津
若
松
市 

武
藤　

嘉
一

松
山
町
百
目
二
貫
分 

高
橋　

直
人

慶
徳
町
山
崎 

小
澤　

幸
三

豊
川
町
長
尾 

結
城　
　

隆

慶
徳
町
真
木 

大
川
原
正
義

関
柴
町
下
柴 
長
澤　

紀
明

慶
徳
町
舞
台
田 
秋
山　

祐
治

上
町
西
区 
大
瀧　

雅
之

東
京
都
昭
島
市 

渡
部　

知
枝

下
町
南
部 

青
山　

元
久

岩
月
町
下
台 

井
上　

恭
男

松
山
町
大
荒
井
第
二
区 

五
十
嵐
修
二

上
三
宮
町
上
三
宮
二
区 

佐
藤　
　

亨

松
山
町
北
桜
ガ
丘 

塚
原　

和
憲

慶
徳
町
山
崎 

小
澤　

光
行

松
山
町
吉
志
田 

庄
司　

成
輝

松
山
町
北
桜
ガ
丘 

富
山　

昭
次

寺
町
一
区 

矢
澤　
　

武

末
広
町 

佐
藤　

厚
子

慶
徳
町
新
町 

佐
藤　

吉
隆

豊
川
町
太
郎
丸 

折
笠　
　

葵

茨
城
県
筑
西
市 

小
堀　

里
視

熊
倉
町
熊
倉
下 

佐
藤　

義
昭
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新
宮 

長
谷
部
清
一

関
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町
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高
額 

宮
澤　
　

弘

塗
物
町 

佐
藤　

朝
子

豊
川
町
高
吉
二
区 

入
岡　

早
苗

菅
原
町 

遠
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昭
一

熊
倉
町
金
沢 

高
橋　

義
一

松
山
町
高
畑 

穴
澤　
　

勝

ひ
ば
り
が
丘 

佐
藤　
　

諄

熊
倉
町
小
沼 

古
木　

俊
一

松
山
町
南
桜
ガ
丘 
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村　

勝
雄

岩
月
町
治
里 

小
澤　
　

久

岩
月
町
下
台 
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部　
　

博

豊
川
町
太
郎
丸 

五
十
嵐
清
人

上
三
宮
町
上
三
宮
二
区 

本
間　

伸
一

押
切
南 

小
椋　
　

勉

東
京
都
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市 

五
十
嵐
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堀
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慶
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松
山
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第
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中央デイサービスセンターは、総合福祉セン
ター内の東側にあり、日曜日から金曜日まで営
業しております。

お風呂は広く、足を伸ばして気持ちよく入っ
ていただけます。一人で入浴が困難な方も寝た
ままで入れる機械浴もあり、利用者の皆様の要

職場紹介 シリーズ№４

中央デイサ
ービスセン

ター

わたしの街のわたしの街の

ボ
ラン

ティアさんボ
ラン

ティアさん

「市発行の広報誌」明るい声で 届けます

朗読ボランティア「せきれいの会」活動中

望に合わせてケアができるように努めています。
楽しく１日を過ごしていただけるように、レクリエーションや季節に合わせた行事・園外活動など

を多くとりいれ、「楽しかった」と言われることを励みにスタッフ一同頑張っています。
また、通所ができずに自宅で入浴が困難な方でも、簡易浴槽をお持ちして入浴ができる「訪問入浴

介護事業」も行っておりますのでお気軽にご相談下さい。
笑顔が絶えないデイサービスセンターを心がけております。お近くに来られた際は、ぜひ見学にお

越し下さい！

※社協だよりの作成経費の一部として共同募金配分金及び会員会費を使用させていただいております。

編
集

発
行

社
会

福
祉

法
人

 喜
多

方
市

社
会

福
祉

協
議

会
〒

966-0043 喜
多

方
市

字
上

江
3646番

地
1

ＴＥＬ
 0241-23-3231　

FAX
 0241-23-3296

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

info@
kitakata-shakyo.or.jp

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

　
http://w

w
w

.kitakata-shakyo.or.jp/

●
熱

塩
加

納
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-36-3112　

FAX
 0241-36-2776

●
塩

川
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-27-3948　

FAX
 0241-27-3948

●
山

都
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-38-3100　

FAX
 0241-38-3137

●
高

郷
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-44-7111　

FAX
 0241-44-7112

喜多方市社会福祉協議会では、毎月発行される
喜多方市広報誌を等「声の広報」としてカセット
テープに録音し、視覚障害者の皆さんにお届する
朗読ボランティア活動を行っています。

現在11名の「せきれいの会」の皆さんが毎月 2
名交替で、総合福祉センター内の録音室で朗読・
録音しています。

会員の皆さんは、聞き手が聞き取り易いように
明るい発声や「間」に気をつけたり、また、個性
を生かしながらの録音に取り組んでいます。

しかし、利用されている方は、ここ数年減少傾
向にあります。社協として、より多くの方々にご

利用いただきた
いと考えていま
す。ご利用につ
いてはお気軽に
お問い合わせく
ださい。また、
お知り合いにも

ご紹介ください。

朗読ボランティアをしてい
ただける方を募集していま
す。興味のある方、ちょっと
試してみたい方、是非ご連絡
ください。お待ちしています。

多くのボランティアの方の
協力を頂き、多くの皆さんへ、多くの情報を提供
していきたいと思います！！

最後に、これまで朗読ボランティアで活躍頂き
ました方々に心より御礼申し上げ、今後のご活躍
をお祈りします。

全国巡回朗読セミナーを受講する会員


